運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　2年　3月 9日（月）～ 3月30 日 (月)

	開催場所
	書面開催（書類配布、訪問及び送迎時に意見交換）

	出席者内訳
（有効回答数内訳）
	利用者　０名
利用者家族　１１名

民生委員　０名

地域代表　０名

知見者　０名

練馬区職員　０名
その他　０名

	主な議題
	運営の現状と備えについて



	活動報告
	たがらの家における、新型コロナウィルス対策や方針を書面（一部口頭）にて利用者・利用者家族へ報告。
職員の曜日によるA班とB班に区別した勤務体制を想定し、感染時のリスク軽減を図る旨を説明。
また、利用者家族には自宅での検温や様子の変化を可能な限り、早めに情報共有できるよう呼びかけた。


	出席者からの評価
	コロナ渦で、サービスが利用できなくなることを心配していたので安心した。


	要望、意見及び助言
	今後も、滞りなくたがらの家のサービスを提供していくが、感染の心配などからサービス変更を希望される場合は随時受け付けていることを通達する。


	その他
	

	次回の開催予定
	日時：令和　2年　5月　22日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　談話室




運営推進会議　議事録
	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　2年　6月4日(木) ～ 6月10日(水)

	開催場所
	書面開催（アンケート集計、訪問及び送迎時に意見交換）

	出席者内訳
（有効回答数内訳）
	利用者　１名
利用者家族　１１名
民生委員　０名
地域代表　０名
知見者　０名
練馬区職員　１名（介護保険課事業者運営推進係）


	主な議題
	介護をするあなた（ご家族）が、コロナウィルスに感染した場合に、どのような想定をされていましたか？不安に思われていたことや、心配されていたことなどを、お聞かせください。


	活動報告
	介護家族がコロナウィルスに感染した場合、介護者不在となることが心配だというコメントが多く寄せられた。またその際、たがらの家ではどのような利用が可能であるか問い合わせもあった。
家族介護者自身が、コロナウィルスに感染しないよう予防に心がけているという意見が最も多く、また感染した場合に自分の他に介護者が不在になることへの不安も多く見られた。（もしくは、他の家族の負担が大きくなる）。さらに、不要な外出を避け感染に気を配っているため、利用者の運動不足やストレスが溜まっているという課題も表面化した。


	出席者からの評価
	心配は尽きないが、たがらの家のように家族単位で相談できるのは心強い。


	要望、意見及び助言
	コロナ渦であれ、在宅生活が続けられるよう適切なサービスが続けられるよう支援していくことは変わらない。利用者だけではなく、家族介護者の体調の変化など些細な情報でも、可能な限り今後共有していく。

	その他
	

	次回の開催予定
	日時：令和　2年　7月25日　土曜日　10：00～12：00
場所：たがらの家　談話室



運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　2年　7月25日 (土)　10：00～12：00

	開催場所
	たがらの家　多目的室

	出席者内訳
	利用者　１名（●●）
利用者家族　４名（●●、●●、●●、●●）

民生委員　０名

地域代表　０名

知見者　０名

練馬区職員　０名
その他　３名（職員：青木、油山、弓田）

	主な議題
	「コロナ渦における家族の介護負担と介護事業所の役割」について



	活動報告
	前回の書面開催の内容をもとに、コロナ禍の不安や、心配、心労について家族観で意見交換をした。コロナ前では同居していない他の家族が介護のため来宅していたが、それが難しくなったとの意見があった。外出が減ったことによる、運動不足を不安視する声も引き続き聞かれた。


	出席者からの評価
	他の出席者の話と自分の体験が似ていた。自分だけが特別困っていたわけでないことが分かった。
３密を避けられない場面も多く、十分な対策ができていない。不安と焦りは依然残る。
いざという時に、たがらの家など相談できる相手がいることは心強い。


	要望、意見及び助言
	支援している家族自身の困りごと（腰痛など身体的負担、家族介護者の減少）が利用者の困りごとに反映されている現状がある。たがらの家は、連携ノートや電話連絡をもとに家庭単位の支援を継続していく。


	その他
	前回も運動不足の心配が介護家族より聞かれた。そのため自宅内でできる、高齢者向けの運動やフレイル予防の資料（リーフレット）を配布した。


	次回の開催予定
	日時：令和　2年　9月26日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　多目的室




運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　2年　10月5日(月) ～ 10月10日(土)

	開催場所
	書面開催（アンケート集計、訪問及び送迎時に意見交換）

	出席者内訳
（有効回答数内訳）
	利用者　１名
利用者家族　１２名

民生委員　０名

地域代表　０名

知見者　０名

練馬区職員　０名
その他　０名

	主な議題
	小規模多機能の利用者として訪問診療利用についての意見交換


	活動報告
	「訪問診療の仕組み（費用）を知りたいとい」という回答が３件。訪問診療の利用はしていないが「今後利用を検討したい」という回答が４件。その他、コロナ対策や、利用者の食欲減少の相談があった。訪問診療の利用を検討していない理由は、現在の主治医との関係が良好であることや、不満がないとの結果だった。通院の困難さなどから、既に訪問診療を利用している方が５名、直ぐに利用したいという

	出席者からの評価
	訪問診療を利用し、殆どの科目が診療できていたが、専門外や症状が重い場合、ほかの病院へ連れて行くことになる（デメリット）。

今のところ毎月、内科に通っているので訪問診療は必要ないが、コロナ禍では需要もでてくると思う。
訪問診療を利用すると急変時にはまず、訪問医へ連絡するとのことだが、夜間の対応など心配が残る。

今後利用したいと思っているが、現在の主治医との兼ね合いもあり、（今まで通りかかりつけ医を利用したいので）迷っている。

	要望、意見及び助言
	（利用者家族より）今後利用することもあるので特に費用面の情報を知りたい。

	その他
	希望者に対しては、平均的な費用や利用時の注意事項などを送迎時など口頭で伝える。

	次回の開催予定
	日時：令和　元年　11月23日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　多目的室
※状況に応じて書面開催への変更もある



運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　2年　12月1日(火) ～ 12月15日(火)

	開催場所
	書面開催（アンケート集計、訪問及び送迎時に意見交換）

	出席者内訳
（有効回答数内訳）
	利用者　１名
利用者家族　１２名

民生委員　０名

地域代表　０名

知見者　０名

練馬区職員　０名
その他　０名

	主な議題
	受診時の不満や困りごとについて

	活動報告
	利用者本人の前で家族の立場から医師への相談や、症状の報告がしにくいとのケースが５件。対処法として本人に聞いて欲しくない内容は、事前に電話などで伝えているという回答があった。薬を処方してもらうだけで、特に生活の中での困りごとを相談していないというケースが４件。対して、受診前に医師へ伝える内容をメモにするなど、短時間で要点を伝える工夫をされているか？という質問には、「いいえ」が８件と過半数以上となった。主治医との関わり方や、受診時の工夫が課題として表面化した。前回の報告を裏付ける結果として、受診を大変に思わないという回答が１０件。残りの３件は新型コロナウィルスの感染リスクを述べた回答であり、受診が困難な利用者は既に訪問診療を活用されている結果であった。

	出席者からの評価
	主治医がカルテを作ることに必死で（モニターばかりを見ていて）本人を見てくれていない。薬を処方してもらうだけの受診になっている。
内科と精神科を別々に受信しているが、血液検査（内科）の結果を精神科医に見せて、服薬内容を調整してもらっている。
毎回ではないが、（受信する利用者本人に）変化があったときには要件を箇条書きにしてメモを受診時に持参している。


	要望、意見及び助言
	上記のような、利用者家族の実践例を共有し、今後の参考とする。

	その他
	

	次回の開催予定
	日時：令和　2年　1月25日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　多目的室
※状況に応じて書面開催への変更もある



運営推進会議　議事録

	事業所名
	小規模多機能型居宅介護たがらの家

	所在地
	練馬区 田柄 4-10-25

	開催日時
	令和　3年　1月8日(金) ～ 1月22日(金)

	開催場所
	書面開催（アンケート集計、訪問及び送迎時の意見交換、個別電話にて聴取）

	出席者内訳
（有効回答数内訳）
	利用者　１名
利用者家族１２名
民生委員　０名

地域代表　０名

知見者　０名

練馬区職員　０名
その他　０名

	主な議題
	災害時に介護家族が備えること


	活動報告
	介護保険事業所における災害時行動ガイドブックを現在練馬区と共同作成中であり、それに伴う意見や感想を書面にて（一部電話にて）聴取。避難場所の把握や、連絡方法（災害用伝言ダイヤル）の確認を行った。


	出席者からの評価
	最低限度の備えをしているつもりだが、高齢者世帯なので不安がある。安否確認をしてもらえると心強い。
１０年前の震災では、連絡を取り合うのも一苦労だったことを思い出した。


	要望、意見及び助言
	災害時に利用する連絡先に変更がないか確認する共に、災害用伝言ダイヤルの利用方法を紙面などで定期的に告知する。


	その他
	

	次回の開催予定
	日時：令和　2年　3月28日　土曜日　10：00～12：00

場所：たがらの家　多目的室
※状況に応じて書面開催への変更もある



